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はじめに 

 平成３０年９月６日に発生した北海道胆振東部地震では、多くの方々が犠牲になり、
全道各地に大きな被害がもたらされました。特に、被害が甚大であった安平町、厚真町、
むかわ町においては、災害ボランティアセンターが開設され、また、それ以外の都市で
も必要に応じたボランティア活動が展開されてきました。 
遡って平成２８年８月から９月にかけて、北海道を襲った台風等による大雨において、

全道各地に大きな被害がもたらされました。特に、被害が甚大であった上川管内南富良
野町、十勝管内新得町、清水町、芽室町では、河川氾濫等により市街地を始め、町内各
地の住宅等が水に浸かるなど、住民の暮らしや、地域活動、経済に大きな影響を与えま
した。 
これらの町では被災後まもなく、災害ボランティアセンターが設置され、全国各地か

らのボランティアの協力を得ながら、早期の復旧につなげたところですが、センターの
運営やボランティアの受け入れ、関係機関との連携など、試行錯誤の中での取り組みで
した。 

 
ボランティアによる被災者支援の起源は、平成７年の阪神・淡路大震災と言われてい

ます。それ以降、全国で発生する大規模な災害では、被災地の社会福祉協議会などに「災
害ボランティアセンター」が設置され、ボランティア活動が円滑に進められるようにな
ってきました。本道においては、平成１２年の有珠山噴火で約１万人弱のボランティア
が活動した事例がありますが、現在の様な「災害ボランティアセンター」の仕組みは完
全には確立されておらず、平成２８年大雨等災害でのボランティア活動が、現在の災害
ボランティア体制の始まりとも言えます。 

 
これまで災害ボランティアセンターの運営は、被災地内に限らず、全道、全国の様々

な方々の支援により、長期に渡って支えられてきましたが、同時多発的・広域に災害が
発生した場合、外部からの支援を安定して得られないケースも考えられます。 
こうしたことを受け、北海道災害ボランティアセンター（北海道社会福祉協議会）で

は、平成28年の大雨等災害の教訓により、被災地が自らの力で災害ボランティアセンタ
ーを構築できるよう、災害ボランティアセンターの設置・運営の考え方を示すこととし、
平成３０年３月に本書（第１版）を策定しました。 

 
現段階で北海道胆振東部地震の３町災害ボランティアセンター活動は継続中であり、

今後その振り返り内容を加え改訂する予定がありますが、いち早く活動の教訓を活かす
べく現段階で可能な改定を行い、この度第２版を作成いたしました。 

 
本書の特徴は、いわゆる市町村名だけを埋め込む簡易なマニュアルではなく、それぞ

れの項目を理解した上で策定する「考え方ガイド」になります。 
これは、災害の種類や支援ニーズが多種多様であることや、北海道特有の四季への対

応、地域事情が大きく違う事から、マニュアル記載以外のことに臨機に対応できないこ
とを回避するものであり、市町村、関係機関と災害ボランティアセンターを設置する機
関が、話し合いをしながら各市町村に合った災害ボランティアセンター運営マニュアル
を作りこむことが必要になってきます。 
  
 本書が、災害ボランティア活動を速やかに行い一日も早い復旧ができる体制を全道に
整備する一助になれば幸いです。 

 
平成３１年３月 

北海道災害ボランティアセンター 
社会福祉法人 北海道社会福祉協議会  
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Ⅰ 災害ボランティアセンターの基本的事項  

１ 目 的 

「○○災害ボランティアセンター」とは、大規模災害等が発生した際に、○○災害

対策本部（行政）との連携により設置するボランティア活動の本部であり、被災地に

おけるボランティア活動の拠点である。被災により生じた困難・問題を軽減・解決す

るため、市町村内はもとより、道内外等から駆けつけるボランティアを被災者及び避

難所等からのニーズをもとに、必要としている場所へ派遣し、地域の復旧・復興と被

災者の自立生活を支援することを目指すものである。 

  

２ 機 能 

（１）被災者ニーズへの対応 

・ニーズの受付・相談、被災世帯調査、潜在ニーズの発掘等 

 

（２）ボランティアのコーディネート 

・ボランティアの募集、円滑なボランティア活動への配慮（受付、オリエンテーシ

ョン、活動調整、安全・健康管理等）  

 

（３）資金、資機材等の調達、管理・運用 

・活動資金の調達、資機材の調達・調整 

 

（４）中長期的な被災者支援と復興に向けたプランニング 

・災害ＶＣ閉所の検討と生活支援への移行 

 

（５）その他  

 

〔 ポイント！〕 

・「被災者を支援したい人（ボランティア）」が災害時には多く現場へ駆けつけますが、「支援を

願う人（被災者）」と結び付ける（マッチング）ためには、現地に案内所の役割を担う機能（市

町村災害ボランティアセンター）が必要です。 

 

・被災者側にも、当事者やその家族等だけで復旧が困難な場合に、ボランティアの支援要請等を相

談できる窓口の役割を担う機能（市町村災害ボランティアセンター）が必要です。 

 

•ボランティアの自由意思や任意性を尊重しつつ、本当に支援を必要とする被災者のニーズに応じ

て、効率的かつ効果的な支援活動を展開するためには、一定の秩序ある組織的な活動が不可欠で

あり、その中心となる組織が「市町村災害ボランティアセンター」です。 

 

・北海道災害ボランティアセンターと市町村災害ボランティアセンターの関係のイメージ図は次ペ

ージのとおりです。 
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Ⅱ 災害ボランティアセンターの設置運営  

１ 設置について 

（１）設置主体 

  災害が発生した際に、△△（※社協等）は○○災害対策本部（行政）と密接な連携の

もとに協議し、必要に応じ○○災害ボランティアセンターを設置する。 

  なお、必要に応じ、□□（※ＮＰＯ等）に運営協力を要請するものとする。 

 

〔 ポイント！〕 

・災害ボランティア活動、センター運営は地元の行政や関係団体との連携・協働が欠かせない

ため、行政との信頼関係が構築されており、中立的な立場 で日常から関係団体等と組織的

なネットワークを持つ地元の民間団体（市町村社協等）が中心となることが望ましいでしょ

う。 

 

・制度的に社協が災害ボランティアセンターの設置・運営を担うと決まっている訳ではなく、

災害時には要配慮者や介護保険事業等の社協事業利用者の安否確認等、かかる負担を認識し

た上で、地域のボランティア団体・ＮＰＯ、青年会議所、日本赤十字社、中間支援組織など

がそれぞれの強みを活かした災害ボランティアセンターの設置・運営を支援する仕組みを検

討し、明確に各市町村の地域防災計画等において、位置付けておくことが重要です。 

  さらに、各市町村との協定を締結し、その中に具体的な情報共有の仕方（例えば、災害ボ

ランティアセンターが災害対策本部の会議に出席する、連絡担当者を定めるなど）や費用の

負担について、事前に確認をしておくことも重要です。 

 

（参考）【社協が災害ボランティアセンターを設置する意義】 

１ 日常的に住民・市民と接している。 

２ 行政や幅広い機関・団体とも関係を構築している。 

３ 福祉サービス事業者として要援護者を把握している。 

４ 全国的なネットワークを有している。 

５ 民間としての機動力がある。 

６ これまで社協として災害支援のノウハウを蓄積している。 

７ そもそも使命として、地域の生活課題を把握し、解決する役割を有している。 

８ 閉所後は、社協の本来機能である地域福祉推進の観点から、被災者の生活支援、被

災地の復興支援にあたる。 

９ こうしたことにより、社協が担うことの合意が、関係者で一定なされている。 

  

出典：社会福祉法人全国社会福祉協議会全国ボランティア・市民活動振興センター  

平成２５年度ボランティア・市民活動支援実践研究会「社協ボランティア・市民活動センター 当

面の取り組みの提案」（平成２６年３月）より 
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（２）設置判断 

○○災害対策本部設置後、住民の被災状況等から災害ボランティアによる救援が必
要であると認められる場合、△△（※社協等）は、災害対策本部と災害ボランティア
センターの設置について協議を行い、設置の判断を行う。また、北海道社会福祉協議
会との間で締結した「災害救援活動支援に関する協定」に基づき、連絡調整や支援の
要請を行う。 

 

〔 ポイント！〕 

・北海道災害ボランティアセンターが派遣する初期支援チームや被災地のボランティアセンター活

動が豊富な災害ボランティア活動支援プロジェクト会議（支援Ｐ）（詳細はホームページ参照：

http://www.shien-p-saigai.org/）とも設置について協議していくことが大切です。 

 

・局所的で小規模な被災の場合は、災害ボランティアセンターを設置せず、通常のボランティアセ

ンターで対応することも念頭に入れておきます。 

 

・設置が決定した場合は、広報誌、チラシ、ホームページを活用し、地域住民、ボランティア、関

係機関・団体へ周知をします。併せて北海道災害ボランティアセンターへも報告します。北海道

災害ボランティアセンターは、道内の各災害ボランティアセンターのホームページや facebook

へのリンク等をとおして広報を支援します。 

・ボランティア、マスコミへの広報媒体は、ホームページと facebookを併用することが一般的な

認識となっています。平常時から自ら運用し備えておくとよいでしょう。 

 なお、広報に関する参考図書として「災害ボランティアセンターにおける広報 

ガイドライン」（東京ボランティア・市民活動センター発行、平成 27年） 

があります。（ダウンロード可能：https://www.tvac.or.jp/kouhouguideline.pdf） 

 

・災害ごとの被災の規模や被災者のニーズによって基準は異なるため、明確な基準はありません

が、被災状況による設置判断として下記の例も参考になります。 

 被災状況 救援活動の体制 

レ
ベ
ル
１ 

・比較的、局所的な小規模災害 

• 一部地域で家屋が半壊 

• 一部地域で多数の床下浸水 

• ライフラインがほぼ正常稼動 

• 一部地域で住民が避難 

• 被災地の市町村社協等が中心となって災

害救援活動を展開 

• 通常のボランティアセンターを活用 

• 道社協は、後方支援を行う 

レ
ベ
ル
２ 

・比較的局所的だが、中規模な災害 

・一部地域で家屋が全壊・半壊 

・一部地域で多数の床上・床下浸水 

・ライフラインがほぼ正常化稼働 

・一部地域で住民が避難 

・災害ボランティアセンター設置の検討 

・ニーズ調査を行い、状況によって、ボラ

ンティア募集を判断する 

• 被災地の市町村社協と調整し、道社協よ

り道内社協へ職員派遣を要請 

レ
ベ
ル
３ 

・中規模災害 

• 市町村内で多数の家屋が全壊・半壊 

• 市町村内で多数の床上・床下浸水 

• ライフラインが一部寸断 

• 一部地域で人的被害あり避難所が開設 

• 交通網が一部でマヒ 

・被災地に災害ボランティアセンター設置 

・発生直後から数週間はニーズも多く、道

社協と道内市町社協で応援体制をとる 

• 被災地の市町村社協と調整し、道社協よ

り北海道・東北ブロックはじめ全国の社

協へ職員派遣を要請 

レ
ベ
ル
４ 

・激甚災害により道内大部分が被災 

・広域で多数の家屋が全・半壊や床上・床

下浸水、死傷者多数、避難所が開設 

・ライフラインが広範囲にわたり途絶 

・幹線道路や鉄道など交通網がマヒ 

・被災地に災害ボランティアセンター設置 

・全国の社協による職員派遣など支援体制を

とる 

※秋田県社会福祉協議会『市町村災害ボランティアセンター設置運営マニュアル作成ガイドライン』 

（平成２４年１０月）Ｐ８を一部修正のうえ引用 
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 （３）設置場所 

   ○○災害ボランティアセンターの設置場所は◆◆（※設置場所）とする。当該施設

が被災等により使用できない場合は、○○災害対策本部と協議の上、他の場所に設置す

る。 

〔 ポイント！〕 

・災害対策本部との情報共有やボランティアの移動に要する時間短縮などの観点から、①現場に近

い、②一定期間利用が可能、③ボランティアが来訪しやすいような利便性④ボランティア受付や

活動用資機材保管のための十分なスペース⑤大型車両対応可能な駐車場 等が検討要素です。 

・北海道胆振東部地震の際には、1日最大で 400名弱（各町最大／1日 安平町 397名、むかわ町

387名、厚真町 283名）のボランティアが訪れました。このため「受付及びマッチングのための

待機スペース」及び「対応できる駐車場（台数）の確保」が大きなポイントとなりました。 

・避難所として使用される公共施設内部は極力避けた方が良いでしょう（被災者にストレスを与え

ないため）。また、被災により候補地が使用不可になる場合も想定し複数の候補地を選定してお

くことが大切です。 

・災害ボランティアセンターが冬期間に設置される場合に備え、暖房設備がある（用意できる）こと

や資機材置場等にテント設置が難しい場合の想定（物置やプレハブがある等）もしておきましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

参考 ： 北海道胆振東部地震での災害ボランティアセンター設置場所（もっとも受入が多い一時期） 

 

  

活動資機材置場

受付

マッチング ボランティア

待機場所

むかわ町：駐車場敷地（約200台）内に設営 社会福祉協議会

事務所（トイレあり）

道 路

説明・報告スペース

ケース説明（リーダー）

駐車場

ボランティア来場

活動へ

徒歩数分の場所に、事務局用

ボラ用駐車場を追加して用意臨時ボランティアセンター事務所

（役場隣接建物３階。トイレあり）

！センター設置場所選定の際の重要ポイント！ 
☑大人数のボランティアが受付や待機をするスペースがあるか 

☑十分な駐車場があるか（必ずしもセンターに隣接する必要はない） 
※１日の受入ボランティア数を想定し、場所の検討をします※ 
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- - - - - - - - - - - - - - - - - 道  路- - - - - - - - - - - - - - - - - 

ボ
ラ
用
消
耗
品

（
物
資

）

受付
※雨天

雨天時や午後～

マッチング・説明
活動資機材置場

事務室

作業室

トイレ

シール等筆記台

受付

（朝）シール等筆記台

雨天時や午後

待機場所

マッチング・説明（朝）

活動へ

活動へ

駐車場（100台以上）

屋 内
屋 外

資材置

休憩室

サロン

ボランティア来場

厚真町：旧保育園を活用※社協建物から車で５分程度

活動資機材置場

トイレ

受付
（タブレット併用）

マッチング
（※一部座席に作業貼付）

事務

スペース

駐

車

場

・

事

務

局

関

係

者

ボランティア来場

活動へ

ボランティア用駐車場を用意（徒歩数分）

屋 内

屋 外

安平町：町ふれあい交流館を活用※社協から徒歩で５分程度
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（４）運営資金 

   ○○災害ボランティアセンターの運営にかかる資金は、下記を活用する。 

① 災害等準備金（実施主体：北海道共同募金会） 

② 各社協による災害に関する独自の積立金 

③ その他（企業や個人からの寄付金、支援Ｐによる支援金） 

④ 市町村行政からの支援（事前に協定等を締結するなど、費用負担について協議 

しておくことが有効です） 

 

〔 ポイント！〕 

・①の災害等準備金は、各都道府県共同募金会が災害に備えて赤い羽根共同募金の一部（３％）を

積立て、被災地における災害ボランティア活動の支援に助成する仕組みです。概算払いが可能

で、助成基準額は３００万円（複数回の申請が可能）であり、災害ボランティアセンター運

営に関わる幅広い経費が助成対象となっています。（詳細は社会福祉法人中央共同募金会ホ

ームページ「災害救援」参照の例 http://www.akaihane.or.jp/about/support/index.html） 

 なお、基本的な対象期間は発災後 6 か月間（状況に応じ延長は可能）となっています。 

 

【助成対象経費の例】 

<購入可能> <原則レンタル対応> <設備工事・管理経費> 

・少額の機器 

・事務用品、消耗品 

・レンタル対応不可の備品 

（発電機/トランシーバー） 

・車両（移動用、運搬用） 

・ユニットハウス 

（プレハブ） 

・仮設トイレ 

・大型プリンター、コピー機 

・パソコンと周辺機器 

・水道、電気、電話設備工事費 

・水道、電気、電話使用料 

・インターネット接続料 

・車両燃料費 

（ボランティア保険料） 

 こうした経費は代表的な例であり、活動状況によってこれ以外に助成することも可能 

 ※全国社会福祉協議会『平成29年度災害ボランティアセンター運営者研修』資料を参考に作成 

 

・職員の人件費（超過勤務代金等）の財源について 

 共同募金会の災害等準備金は、センター運営の主な財源となりますが、上記のように助成対象が 

限られおり、人件費には充当できません。 

過去の道内の災害ボランティアセンターでは、職員の超過勤務代金として、町から支援を受ける 

例がみられます。市町村行政との協定を結び、そういった資金面での支援について事前に協議して 

おくことも重要です。 

（全国的な傾向については、平成３１年３月現在全社協が調査中です「災害ボランティアセンター

設置・運営費にかかる調査」） 

 

  

http://www.akaihane.or.jp/about/support/index.html
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（５）活動資機材 

○○災害ボランティアセンター運営にかかる活動資機材の調達は、下記に協力を要

請する。 

① ○○災害対策本部 

② ○○青年会議所 

③ 災害ボランティア活動支援プロジェクト会議（支援 P） 

④ 道社協及び道内市町村社協 

⑤ その他（災害関係 NPO や企業等） 

 

〔・ポイント！〕 

・発災後最初期には主に、北海道災害ボランティアセンターに相談し手配をする、共同募金会の災

害等準備金などを活用して各災害ボランティアセンターが購入する、市町村の備蓄する活動資機

材を借り受けるなどの方法で必要な活動資機材を調達していきます。 

 

・災害発生時には、ホームセンターに活動資機材が不足（売り切れ）する場合があります。すぐに

調達できるよう、地元の行政・団体・企業等と事前調整しておくことが大切です。 

 

・備品・事務用品などは、災害ボランティアセンター運営用として、通常業務とは別に用意するこ

とが望ましいでしょう。活動資機材は種類や数量が多いので、管理票等を作成し管理を行うことが大

切です。なお、「購入したもの」「無料借用したもの」「有料借用したもの」「寄付されたもの」に

分類しておくようにしましょう。 

災害ボランティアセンター運営で使用する活動資機材の例を、以下に掲げます。 

 なお、活動資機材に関する参考図書として「災害ボランティア用活動資機材調達 

“虎の巻”」（災害ボランティア活動支援プロジェクト会議モノ部会発行、平成３０年） 

があり、以下の活動資機材の例はこの冊子からの引用です。 

（ダウンロード可能：☞「災害ボランティア活動資機材 虎の巻」で検索） 

①災害の種類に関わらずセンター運営に必要なもの 

 

 

 

  

「災害ボランティア活動資機材 虎の巻」（災害ボランティア活動支援プロジェクト会議モノ部会発行、平成３０年）、Ｐ11 より引用 
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 「災害ボランティア活動資機材 虎の巻」（災害ボランティア活動支援プロジェクト会議モノ部会発行、平成３０年）、Ｐ3 より引用 

②主に地震発生時に必要な活動資機材の例 
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「災害ボランティア活動資機材 虎の巻」（災害ボランティア活動支援プロジェクト会議モノ部会発行、平成３０年）、Ｐ5 より引用 

③主に水害発生時に必要な活動資機材の例 
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２ 運営について 

（１）組織体制【例示】 

  次の班を設置する。ただし、災害の規模や人員状況により兼務、または担当業務を細

分化することもある。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 運営スタッフ 

① センター長 

センター全体の総括、マスコミや行政等関係機関の対応 

  ② 副センター長 

事務関係の総括、センター長の補佐・代理 

  ③ 班員 

災害ボランティアセンター運営経験のある社協職員等 

なお、運営が長期にわたる場合は、北海道災害ボランティアセンター（道社協）に

対し、道内市町村社協職員の応援派遣を要請する。 

④ また、市町村内外の関係団体・施設や長期ボランティア等と適宜協働し運営する。 

 

〔 ポイント！〕 

・センター長と副センター長は、活動の性格上、緊急に判断を要する場合や関係機関・団体と

調整する場合があるため、ある程度、常勤的に従事できる方が望ましいでしょう。 

 

・道社協と市町村社協では、「災害救援活動の支援に関する協定」（参照：Ⅲ 関係資料集）の締

結を進め、社協職員の現地災害ボランティアセンター支援体制に努めています。 

 

・被災地社協の職員体制、広域的災害が発生した場合の支援社協人数の減少などを考慮して、市

町村内や近隣の関係団体・施設・ボランティア等との間で、災害発生時に可能であればセンタ

ー運営に協力していただけるような関係性を作っておくことが大切です。 

  また、災害発生後は、道外も含めたＮＰＯなどの組織、長期的なボランティア等と協働し、

場合よりセンター運営に協力いただくことも重要です。北海道胆振東部地震の安平町災害ボ

ランティアセンターでは、学校法人と社協による協働でセンター運営を行いました。 

総務班 

センター長 

資機材管理班 

ニーズ班 

副センター長 

○○災害ボランティアセンター組織図 

マッチング班 

ボランティア受付班 

※この組織図は、各班業務を細分
化した場合の例示です。状況に応
じ柔軟に班の統合や業務の移行を
行います。 
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（３）一日のタイムスケジュール 

  一日のボランティア・運営スタッフの活動の流れについては、下記を基本とする。 

 

【一日の活動の流れ（例）】 

時間 ボランティア 運営スタッフ 備考（注意点） 

8:00  ・全体ミーティング・班ミーティング 

▽本日のスタッフ紹介 

▽スタッフ役割確認 

▽本日の活動確認 

▽その他（留意事項等） 

 

8:30 ・来所、受付 ・ボランティア受付 

 

 

9:00 ・オリエンテーション 

・マッチング（活動決め） 

 

・オリエンテーション 

・マッチング（活動決め） 

・資機材貸出、配車 

・一番慌ただしい

時間帯なので、

随時人数不足の

班に協力する 

 

9:30     

 

12:00  
 

・スタッフは交代

で昼食を取る 

13:00    

 

15:30 ・活動終了準備 ボランティア戻り、対応準備（配車等）  

16:00 ・センター戻り 

・活動報告書の提出 

・活動報告書受理と聞き取り 

・資機材返却対応 

 

17:00 ・解散 ・全体ミーティング・班ミーティング 

▽各班申し送り 

▽翌日スタッフ役割分担 

▽活動終了スタッフ紹介 

▽その他（留意事項等） 

 

 

18:00  ・後片付け／終了  

 

  ※ボランティアの活動時間等を含めてスケジュールは、日によって柔軟に変更する必要がある。 

（猛暑、冬季による活動時間の短縮等） 

   

 

ボランティア送り出し 

昼食・休憩 

午前活動 
問い合わせ等電話対応 

ニーズ調査 

午後活動 
問い合わせ等電話対応 

ニーズ調査 
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 （４）センター運営方針の決定 

  次の要素について、災害の状況に応じセンター運営の方針を定める。  

要 素 方 針 

センターの理念・目標 ポイント：センターの理念を定めることは重要です。災

害復旧後の社協活動を見据えた理念の設定を行います。 

ボランティアの活動時間 ポイント： 

基本は前ページのタイムスケジュールによりますが、活

動の状況、季節によって変化する場合があります。 

（早朝のニーズ、猛暑時の活動時間短縮など） 

ボランティア募集範囲 

（市町村外受入など） 

ポイント： 

発災直後は市町村内のみ➢本格稼働後は広く市町村外

➢縮小期は登録ボラに声をかける、など変化します。 

ボランティア募集年齢 

（高校生以上など） 

ポイント： 

災害ボランティア活動には、危険な業務だけではなくセ

ンター運営、訪問活動など幅広いものがあります。 

ボランティアの活動内容・

範囲 

ポイント： 

発災直後＝典型的な活動（泥出し、災害ごみ整理、ポス

ティングなど）を早めに明示すると、ボランティア、被

災者双方の混乱を避けることができます。 

活動最盛期＝ニーズ調査が進むと、災害ボランティアで

は担い難い要望が出る場合があります。そういった活動

は関係機関につなぐ、専門的な技能を持つ NPO等と連携

するなどの手段を考え柔軟に対応します。 

 

 

（５）各班の業務内容 

【総務班】 

① センターの運営管理、体制の整備、業務の調整 

② ○○災害対策本部、北海道災害ボランティアセンター、関係機関との調整 

③ 総合窓口（電話等の初期対応、ボランティア活動者・依頼者の初期対応） 

④ 広報・情報発信（ホームページ、ＳＮＳ、チラシ等よる、ボランティア募集、 

ニーズ募集、Ｑ＆Ａの作成・公開など） 

⑤ マスコミ対応 

⑥ 物資の受付、調達、配分 

⑦ 会計事務（センター会計、助成金申請、募金、寄付の受入） 

⑧ スタッフミーティングの開催、進行 

⑨ 運営スタッフ（班員）の勤務表作成（適切に休暇を取らせる） 

⑩ 活動の記録、統計、報告（○○災害対策本部・北海道災害ボランティアセンター） 

⑪ 救護（病気・けがへの救急対応） 

⑫ その他、他班に属さない事柄（活動証明書発行、事故対応など） 
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〔 ポイント！〕 

・総務班は、センターの要として災害対策本部との連絡調整、外部からの問い合わせ等、他班の

業務の動きも把握する必要があるので、可能な限り地元スタッフが関わることが望ましいで

しょう。 

 

・問い合わせ内容及び対応内容は逐次簡単な一覧表に入力し、自動に引継ぎができるよう工夫

しましょう。また、典型的な質問は「Ｑ＆Ａ」にまとめ、ホームページや facebookにアップ

すると問い合わせ電話が減少します。（「ボランティアは募集していますか」「受付開始や活動

時間は何時ですか」「どこへ行けばいいですか」「駐車場はありますか」などがその典型です） 

 

・判断に迷った時にはセンター長・副センター長に随時協力を仰ぎ、抱え込まないようにしまし

ょう。また、特別な相談・苦情等があった場合は、相談・苦情対応報告書（参照：Ⅲ 関係資

料集）に記載しておくと、次に同様の場合に対応できることもあります。 

 

・④の広報について、既存のホームページや facebook等の SNSを活用していきますが、的確

な情報が伝わるよう、発信には十分な配慮が必要です。特にボランティアの募集に関して

は、活動規模によって、募集の範囲（市町村内、近隣市町村内、振興局管内、道内）を定め

ることが重要です。また、食事や宿泊の場所、来訪の手段や経路などを掲載しますが、活動

は自己完結が基本であることを必ず明記します。（「災害ボランティアセンターにおける広

報ガイドライン」（東京ボランティア・市民活動センター発行、平成 27 年）が参考になり

ます。https://www.tvac.or.jp/kouhouguideline.pdf）※再掲） 

 

  また通常時から、ホームページや facebook等を自ら運用しておくことが重要です。な

お、ホームページは、ＰＣとスマートフォン双方で表示対応できるよう運用することが重要

です。（全国的に、災害ボランティアセンターのホームページ運用は「WordPress」でされ

ることが多いので参考にしましょう。自動的に、ＰＣとスマートフォン双方の表示に対応し

ます。北海道災害ボランティアセンターホームページも「WordPress」で運用しています） 

 

 ・⑤のマスコミ対応は可能な限り、センター長（不在の場合は副センター長）が対応するのが

良いでしょう。複数の人間が関わると情報が錯綜する原因になる場合があります。また、当

日の活動人数など典型的な質問に対しては、センター正面に掲示するなどの方法で広報する

と対応件数が減ることがあります。 

 

・⑦に関して、共同募金の災害等準備金の早期申請をするのと同時に、次年度以降の地域福祉活

動の財源を確保するために、災害ボランティアセンター内で共同募金活動を展開することも

重要です。北海道胆振東部地震においては、厚真町災害ボランティアセンターが共同募金会

の厚真町社協バージョンのピンバッジを活用した募金活動を展開しました。 

 

・⑧のスタッフミーティングは、通常活動前（朝）と活動終了後（夕方）の２回実施します。朝

は本日の業務の確認とその日から関わるスタッフの紹介、夕方は活動を各班から報告しても

らい、反省点や問題点を確認し、翌日スタッフの役割分担をし、活動終了のスタッフにお礼を

伝えます。 
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・⑩に関して、ボランティア活動者数、依頼件数等は現状を正確に伝えていくうえで重要な数字

となるため、迅速にかつ適正に集計し、活動終了後速やかに報告しましょう。なお、「ボラン

ティア活動実績票」（参照：Ⅲ 関係資料集）を使用し道災害ボランティアセンターまで報告し

ます。 

 

 ・⑪に関して、看護師等の協力を得る手立ても考慮しておきましょう。 

 

・企業（ボランティア休暇等）、学生（ボランティア活動の単位認定）、高速道路無料通行許可証

を得るためにボランティア活動証明を取得したい方など、ボランティアの申し出により、ボ

ランティア活動証明書（参照：Ⅲ 関係資料集）を発行します。 

 

・ボランティア活動中に発生した事故への対応方法（ボランティア保険の対象範囲、手続きを含

む）について、確認しておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○有料道路無料措置の仕組み 

 災害の規模等により、災害ボランティア活動を対象に有料道路の無料措置が行われる事があります。

参考までに、北海道胆振東部地震の場合の例を記載します。 

１ 対象道路 

東日本・首都・中日本・西日本・阪神・本州四国連絡高速道路株式会社、各地方道路公社が管理する

道路 

２ 対象車両 

（１）  自治体が災害救助のために使用する車両 

（２）  災害救助を行うボランティア活動であって、被災した自治体等が要請・受入承諾したものに使 

用する車両 

 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○図中②を証明する書類として、北海道社会福祉協議会が発行するボランティア活動証明書、又は 

 被災地災害ボランティアセンターが発行するボランティア活動証明書が使用されます。 

  （以上の内容は「北海道総務部危機対策課」「ＮＥＸＣＯ東日本」のホームページを基に作成しました） 
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【ニーズ班】 

① 被災者ニーズの受付（来所、電話、避難所への訪問等） 

② 被災者ニーズの調査・発掘（アウトリーチ） 

③ ニーズ集計（継続、終了の判断や件数管理、個々のニーズ管理） 

 

 

〔 ポイント！〕 

・センター開設最初期は、ニーズが集まらないことがあります。この場合、避難所を訪問する、

ボランティアと協働しポスティングをする、民生委員や町内会長とともに訪問するなど、積極

的にアウトリーチをかけることを検討します。ただし「頼めば何でもやってもらえる」という

誤解を与えないよう、丁寧な説明を行います。 

 

・ニーズ班は、被災者と災害ボランティアセンターの最初の接点になることから、対応に十分留

意するとともに、被災者が必要とするニーズを正確に聞き取ることが大切です。災害ボランテ

ィアセンターでの対応とはならないが、福祉的視点から見たニーズが浮き出てくる場合があり

ます。適切な機関につなげることが重要です。また、災害ボランティアセンター活動終了後の

社協活動において対応すべき重要な課題が含まれていることがありますので、ニーズ調査は重

要です。 

 

・①に関して、ボランティア依頼票（参照：Ⅲ 関係資料集）等に沿って、活動内容を聞き取っ

ていくと良いでしょう。完成した依頼票はマッチング班に渡しますが、細かいニュアンスは口

頭にて補足します。また、必要に応じて活動場所の地図や写真を添付したり、依頼者の承諾を

得て、活動場所の写真を撮ると良いでしょう。 

 

・①に関して、電話による依頼の場合は、必ず現場を見てから判断しましょう。「危険な作業・

現場」（例えば、屋根の雪下ろし作業）、営利活動に関するもの、政治活動や宗教活動に関する

もの」に該当する場合は、活動の対象としない場合があります。 

田畑や商店（営利活動）などが被害にあり、ボランティア活動への依頼があった場合は、ま

ず行政の関係部署やＪＡなどの関係団体における対応を確認・協議しましょう。地域住民の生

活への影響などを考慮し、災害ボランティアセンターが活動する場合があります。また、NPO

等との協働や役割分担をして対応する場合があります。 

判断に困る場合は、他のスタッフに相談したり、ミーティングで検討したりして、センター

として共通した方針を定め、共有してから回答しましょう。 

 

 ・②に関して、センターの周知が行き届いていない場合やボランティアを受け入れることに対す

る遠慮のある方もいます。民生委員や自治会役員等と一緒に訪問し、潜在ニーズの発掘に努め

るなど工夫をしましょう。 

 

 ・被災世帯や被災状況等をもとに、活動の緊急度（優先順位）を決めていきます。なお、行政か

らの依頼（過去の例では、避難所の運営補助、支援物資の仕分け作業、災害ごみ集積所の管理

や分別作業、公共施設の復旧手伝い、炊き出しの補助など）については、未対応のニーズの優

先度やボランティアの参加人数などを検討しながら、対応について協議をしていきます。 

 

 ・③に関して、必要に応じ被災者宅へ訪問する、連絡を取るなどの方法で終了を判断していきま

す。1世帯からのニーズは、再度提出される場合もあります。過去の対応を見返せるよう 

  また受け付けたニーズが放置されないよう、個別ニーズ票の管理を適切に行うことが重要で

す。（例えば、個別ニーズ票に通し番号を付け、住所、氏名、対応状況（未対応、継続、終了

など）など簡単な情報を列挙したインデックス(エクセル)を作成し検索可能にするなどの方法

があります） 
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被災建築物応急危険度判定は、大地震により被災した 

建築物について、その後の余震等による倒壊の危険性や、 

外壁・窓ガラスの落下、付属設備の転倒などの危険性を判定し、人命にかかわる二次的被害を防止すること

を目的としており、原則として被災市町村の災害対策の一環として行われます。 

判定を行うのは、応急危険度判定士の資格者で、主として外観の目視による調査が実施されます。 

 

判定結果は緑（調査済み）・黄（要注意）・赤（危険）の三段階で区分し、建築物の出入り口などの見えや

すい場所に設置することで、その建築物の利用者だけでなく付近を通行する歩行者などに対しても安全性の

識別ができるようにしています。 

  

この調査は地震発生後の二次災害防止のためにおこなうもので、罹災証明のための調査（被災度区分判

定）とは異なることに注意が必要です。 

※以上の内容は、「北海道建設部建築指導課のホームページ」を参考に作成しました。 

※この判定は、被害の起きた建物全てに対して実施されるとは限りません。往来の多い場所に限って行わ 

れるなど、実施される地域が限定される場合があります。 

 

 

○ニーズ調査・ケース管理 

  平成３０年に発生した北海道胆振東部地震には、道内市町村社協より２００名を超える職員がセンタ

ー運営の支援に赴きました。それら職員へ対するアンケートでは「ニーズ調査やケース管理」の重要性

が最も多くの意見としてあがりました。 

 

【意見の例】 

・現地調査は、作業内容の把握のみならず被災者をみる（できることできないことの説明だけではなく被

災者の心理的側面の把握）観点からも重要だ。 

・電話でのみ確認したニーズには、訪問したボランティアで対応できないケース（重機・ゴミ屋敷等）やボ

ランティアが多すぎてクレームに発展する事例があった。また、民生委員からのニーズ聞取りだけで活

動してしまい、当の本人は家財道具を処分したくなかった実例があった。 

・ケース管理が甘く、見過ごされてしまったケース受付票があとから見つかった事例があった。 

・書式の統一（ニーズ調査票（ケース票）、統計）しそれらを統合できるとよい。（ソフトウェア化など） 

  

○発災直後は、センター立ち上げ作業に人が裂かれる等の要因から現地調査へ行けない場合も想定されま

すが、支援社協職員などとうまく役割分担をして、できるだけ早期に現地へ赴いたニーズ調査を実施で

きる体制を作ることが重要です。 

○現地調査を通し、被災建物や土砂の状況だけではなく、被害者自身の課題を拾うことでその後の社協活

動による支援に繋ぐことができます。ここに、災害ボランティアセンターを社協が運営する大きな意義

があると言えるでしょう。 
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【ボランティア受付班】 

① ボランティア受付（来所時） 

② ボランティア数の集計 

③ ボランティア活動保険の加入受付、手続き 

④ 名札等の着用依頼 

⑤ 待機場所への案内、誘導 

 

〔 ポイント！〕 

・受付班は、被災地に来たボランティアと最初に接する受け入れ窓口となるため、感謝の気持ち

をもって接するように心がけましょう。 

 

・①に関して、ボランティア受付票【個人用・団体用】（参照：Ⅲ 関係資料集）に必要事項を記

入してもらいましょう。なお、個人で２回目以降の活動参加の場合で情報に変更が無い場合は、

最低限の情報（名前、携帯電話）だけを記載してもらうことでも良いでしょう。 

 なお、専門技術を持っている場合は、マッチング班へ伝えておきましょう。 

 

・③に関して、ボランティア活動保険未加入者に対しては、受付にて加入の申し込みをします。

なお、あらかじめホームページ等にて、ボランティアの地元の社会福祉協議会で加入してから

来ていただくように周知すると受付業務がスムーズになります。（ボランティア活動保険につ

いては、下記に詳細が掲載されています。） 

（https://www.fukushihoken.co.jp/fukushi/front/council/volunteer_activities.html） 

 

・④に関して、センターを通じたボランティア活動者ということがわかるように、シール等の名

札やビブス等の着用をしていただきましょう。また、スタッフはスタッフ用ベスト等を着用し

ます。（ボランティアビブス、スタッフ用ベストは、北海道災害ボランティアセンターに、あ

る程度の在庫があります。） 

 

・ボランティア活動説明書（参照：Ⅲ 関係資料集）を待機している間に、読んでいただくよう

に伝えましょう。 

（シール名札とビブスのイメージ）※北海道共同募金会の災害等準備金で作成 

 （シール名札：ボランティア着用） （ビブス：ボラ着用）   （ベスト：スタッフ着用） 

 

 

 

 

 

 

・ITを用いた受付システム（事前登録や QRコードを用いた当日受付等）について 

 ボランティア人数や特技の事前把握、当日受付人員のスリム化の観点から、IT 機器を用いた

事前登録、当日受付が導入される場合があります(北海道胆振東部地震では、安平町が事前登

録と当日受付を、厚真町が一部事前登録を導入しました)  

 

ボランティア保険を含め受付を簡略化するシステムを全社協が開発中です（平成 31.3現在） 

 

https://www.fukushihoken.co.jp/fukushi/front/council/volunteer_activities.html
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【マッチング班】 

① 依頼者とボランティアの連絡調整（状況に応じニーズ班が実施） 

② オリエンテーション 

③ ボランティアとニーズのマッチング、グループ編成、活動場所の説明 

④ 送り出し（必要に応じ、送迎車とのマッチング） 

⑤ ボランティアからの活動報告書受理と聞き取り（状況に応じニーズ班が実施） 

 

〔 ポイント！〕 

・マッチングは、被災者からの様々な支援ニーズとボランティアの活動希望を結びつける役割

ですが、現場の状況がわからないと有効なマッチングが行えない場合があるため、状況に応

じニーズ班が①や⑤の役割を担います。 

 

・①に関して、依頼者には、事前にボランティア活動に行ける旨の連絡をします。（当日、活動

が中止になる場合もある事（悪天候、ボランティアが少ない場合等）も伝えておきます） 

 

・②のオリエンテーションでは、ボランティア活動に来ていただいたお礼と一日の活動の流れ、

活動にあたっての注意事項を説明します。 

 

・③のマッチング方法として、全国的にみて過去の災害では主に４つの方法が採られおり、道内

（平成 28年大雨災害、北海道胆振東部地震）では、❶の方式が多くなっています。 

  ❶ 手上げ方式（スタッフがニーズを紹介し、ボランティア自身が挙手により活動を選ぶ） 

   ❷ ポストイット方式（掲示板にニーズを掲示し、ボランティアがポストイットを貼る） 

   ❸ 手配方式（スタッフがボランティア人数や特徴を判断し、適切と思われるニーズを選択） 

   ❹ コミュニティーマッチング(自治会等の単位が自ら地域のニーズ把握と個別のマッチン 

グを行う。災害ボラセンは要請に基づき、まとまった人数（数十名～）のボランティ 

アを自治会等に行くよう調整するという、近年新しく発生した方式。平成 30年西日本 

豪雨災害の広島県内で散見された方法) 

 

 ・③に関して、マッチングが終了し、活動が決定したら、グループ内でこれまでのボランティア

活動経験の有無等を考慮し、リーダーとサブリーダーを決めてもらいます。リーダーとサブ

リーダーにはボランティア依頼票・ボランティア活動報告書・依頼者への御案内（チラシ）

（参照：Ⅲ 関係資料集）を渡します。 

 

 ・④に関して、活動場所が災害ボランティアセンターから距離がある場合は、ボランティア同士

の乗り合いや、送迎車の定員を考慮したマッチングが必要です。同時に運転手のマッチング

も忘れてはなりません。「運転ボランティア」を最初に募集し車両とマッチングしてしまうこ

とも一つの方法です。 

 

・⑤に関して、活動終了後、リーダー・サブリーダーからボランティア活動報告書を提出しても

らい、被災者の状況について聞き取りを行います。作業の状況だけではなく、被災者の状態も

（生活の様子、体調等）をきちんと聞くことが重要です。未完了（継続）の場合や、終了か否

か不明確な場合あるいは被災者の状態に気になる点があれば、再度ニーズ班と連携を取って

対応します。 
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【資機材管理班】 

① センターの設営や修繕など 

② 活動用資機材・物資の管理、貸出（車両のレンタル等の手配を含む） 

③ 駐車場への誘導・案内など 

    

【・ポイント】 

 

・資機材管理班は、センターの設営やボランティア活動に必要な活動資器材の調達とボランティアへの資

材等の貸し出し、在庫管理、メンテナンスを行います。必要に応じて貸出物品管理票（参照：Ⅲ 関係

資料集）を使用します。 

 

・②に関して、リーダー・サブリーダーからボランティア依頼票（参照：Ⅲ 関係資料集）に基づき、必

要資機材を確認し、資材の使用方法、注意事項を説明したうえで貸出します。必要に応じ、帰ってきた

ボランティアに資機材の洗浄と返却を依頼します。また、洗浄にかかる用具の準備や片付けを行いま

す。 

❕返却を受けるときには、資機材の破損がないか否かをきちんと聞き取り確認しましょう。破損した資

機材を用いると思わぬ事故につながることがあります（例：ゆるんでいたツルハシの突起部分が飛んで

いくなど）❕ 

 

・車両の手配に関して 

ボランティア送迎用車両 ワゴン車（座席あり）、マイクロバスなど 

活動資器材運搬用車両 大型ワゴン車（座席なし）、軽トラックなど 

ガレキなど災害ゴミ運搬用車両 

 

軽トラック、１～４ｔトラック（あおり用コンパネ） 

※場合によっては、ダンプカー機能付きが良い 

車両の手配元としては、地元市町村、社会福祉施設、近隣の社協、レンタカー会社、地元住民、ボラ

ンティアの持ち込みなどが考えられます。震災時にはトラックの需要が高まりレンタカー業者から借り

られない事態が予想できますが、胆振東部地震の際には軽トラックを住民やボランティアに募集し多く

の車両を集め対応した事例があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

○地 図 

１ 町（市町村）全体を俯瞰できる大きな地図（地区ごとの位置関係と主要道路が把握できる地図）が必要。 

２ 発災後早期に、住宅地図を準備したほうがよい。 

（ナビ（スマホのナビも含め）は有効だが、”枝番まで正確に入力しないと対応できない”、“災害による通行止めや復 

旧情報に対応できない”との理由から、有効な場合が限られる） 

 ※北海道胆振東部地震においては、上記２ 住宅地図について「株式会社ゼンリン」様のご厚意により、住宅地図データ 

の貸与を受け、個別ケース、活動状況把握のマッピング作業に活用しました。 

 

○ＰＣ・複合機（コピー・プリンタ）のネットワーク化、インターネット環境等の早期整備 

１ ＰＣ、複合機のネットワーク化を素早く行うことが重要（社協事務所以外でのセンター開設が多い） 

  ※ノートＰＣ、複合機、ＬＡＮケーブル、ハブ、ハードディスク、コード類とネットワーク設定知識 

２ 事務局用のインターネット環境整備が重要 

  ※回線が敷設されていない施設では、ＷＩＦＩルータ（無線）で対応することが多く、ＷＩＦＩ受信機能（無線ＬＡＮ

受信機能）を持ったＰＣ（あるいは受信装置）を準備することが重要です。 

３ 場合によっては、スマートフォンのアプリを目ざとく活用しましょう。 

※トランシーバに代えて各自のスマートフォンにトランシーバアプリを導入（無料）し、好評だった事例がありました。 

主に震災時 
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（６）センター内レイアウト 

センターのレイアウトは、下記を参考に、運営スタッフが協議し決定する。 

なお、時間の経過による被災者の状況、センターの縮小等により、適宜見直すことと

する。 

○基本的要素（大規模な場合（例：体育館）は屋内のみ、必要に応じ柔軟に屋外を使用します） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔 ポイント！〕 

・最低限考慮すべき要素は、事務スペース、ボランティア受付スペース、ボランティア待機（休憩）

スペース、支援物資置場、資機材置場です。また、水道（手洗いや資機材等の洗浄）、トイレ、

インターネット整備も考慮すべき事項です。（仮設トイレや wifi ルータで仮対応可能な場合あ

り） 

・センター内では、PC、複合機（プリンターとコピー機）の共有化とインターネット環境の整備が

必要です。情報の共有は、スムーズなセンター運営に欠かせませんので、素早い設置の方法につ

いて検討をしておきます。 

・ボランティア待機（休憩）スペースは、マッチングを行うこともあり、広く確保することが必要

です。また、駐車場も十分な確保が必要です。（必ずしも隣接地でなくとも構いません。過去に

は、学校の校庭、公共施設の駐車場、商業施設の駐車場などを活用した例があります） 

なお、北海道胆振東部地震では、1日最大で 400名弱のボランティアが集まっています。 

・受付やマッチングを屋外で実施する等、状況に応じ柔軟にスペースを活用しましょう。 

・災害時は多くの方が出入りするため、貴重品の管理も重要です。 

ボ
ラ
用
消
耗
品

（
物
資

） 待機場所

マッチング・説明

活動資機材置場

事務室

休憩室

トイレ
シール等筆記台

玄関

ﾓﾊﾞｲﾙﾙｰ
ﾀ

ノートＰＣ ノートＰＣ

LANケーブ

ル

ハブ

ハード

ディスク
複合機

ノートＰＣ
ノートＰＣ
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（７）閉所判断 

○○災害ボランティアセンターの閉所については、○○災害対策本部とその他関係機

関等と慎重に合意形成を図りながら、タイミングを見極め、センター長が決定する。  

 

〔 ポイント！〕 

 ・センターをいきなり閉鎖するのではなく、活動の縮小（大規模なボランティア募集は土日祝のみ

とし、平日は必要に応じボランティア個別に声かけする など）を経ることが一般的です。活動

が盛んな時期に、何度も来てくれるボランティアの方をきちんと把握し、活動縮小期にも継続的

に支援していただけるよう関係性を構築しておくことが重要です。 

 

 ・閉所を判断する前に、埋もれたニーズが無いか一度確認することが重要です。ポスティングをす

る、町内会長の協力を得て周知するなどの方法があります。また、市町村内におけるポスティン

グの実施状況、ニーズ終了状況などを分かりやすくし漏れを防ぐために、住宅地図に色塗りをし

て状況を可視化する“マッピング”が行われる場合があります。手作業で塗りつぶすことも可能

ですが、郵便番号、住所の要素（エクセルデータ）があれば自動で塗りつぶしを行うソフトもあ

ります。ケース管理をデータで行っておくと良いでしょう。 

 

・閉所前に、設置場所の現状復旧、物資・活動資機材や資金の処理、会計の精算等の残務処理、さ

らに必要があれば活動の継続方法（対応を終えていないニーズや日常的支援を通常のボランティ

アセンターに引き継いで活動する等）を災害対策本部や関係機関等と協議しておきます。 

 

・閉所が決定した場合、広報誌、チラシ、ホームページを活用し、地域住民、ボランティア、関係

機関・団体へ周知をします。併せて北海道災害ボランティアセンターへも報告します。 

 

・被災者及びボランティアに関する資料については、個人情報の取扱いに留意し、保管します。 

 

・閉所に伴い、災害ボランティアセンターマニュアルを更新・見直ししていくことが大切です。 

 

・これまでの災害を例にすると、豪雨災害は２～３週間、地震災害の場合は１～２か月程度で縮小

に至ることが一般的です。（災害の規模により変動します） 

 

・災害ごとの被災の規模や被災者のニーズによって基準は異なるため、明確な基準はありません

が、閉所における判断の考え方・確認の視点として、下記が参考になります。 

 

① 災害により生じた被災者の当面する生活課題が解決し、ある程度、自立（自立で生活）できるようにな

ると、災害ボランティアによる支援も必要性が低くなってくる。この時、必要以上に支援を継続すること

は、被災者の自立への妨げにもなりかねない。あくまで災害ボランティアによる支援は、緊急、一時的なも

のと考える必要がある。 

② 判断にあたっては、被災地の復旧状態、特に、自治会等の地域組織の立ち直りや再生の状況、被災者の

自立、あるいは復興へ向けた意欲や活動などを、行政や関係機関・団体において確認する必要がある。 

③ 全ての被災者が、同時に自立できるようになるわけではなく、また、支援から取り残される被災者もい

ることから、支援を要する被災者への活動の継続は必要である。このため、地域組織や地元のボランティア

への円滑な支援活動の意向や引継ぎが可能かどうかも確認する必要がある。※地域組織や地元ボランティア

への活動の移行や引き継ぎは、閉鎖後に行うのではなく、閉鎖を検討する必要性が生じた時から、閉鎖を前

提に協議や準備を進めておく必要がある。 

※滋賀県災害ボランティア活動連絡会『現地災害ボランティアセンター設置運営マニュアル』（平成１９年１月） 

Ｐ３７より引用 
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○生活支援相談員とは 

・大規模な災害（近時は東日本大震災、熊本地震、西日本豪雨災害など）の際に配置され、応急

仮設住宅入所者のみならず被災者に対しさまざまな相談支援活動を行う。 

・災害の規模などにより、基金や国庫補助など活用される財源が異なる。 

（設置者：都道府県市町村（例：熊本地震関係「生活困窮者就労準備支援事業費補助金」の 

活用、胆振東部地震厚真町「地域における生活困窮者支援等のための共助の基盤 

づくり事業」国庫補助の活用）  

・特に広範囲にわたる災害等の場合、市町村単位の生活支援相談員センター（地域支え合いセン

ター）に加えそれらのバックアップ機能を備えた県域のセンターが設置される場合がある。 

 

○生活支援相談員の役割 

 【全戸を対象とした活動】①ニーズ把握 

 【戸別訪問】②訪問による見守り・相談・生活支援の実施等 ③生活福祉資金貸付相談 

       ④福祉サービス他生活支援サービスの利用援助  

⑤介護や見守りが必要な人を支えるためのボランティア等への協力依頼や調整 

 【地域支援】⑥集会所、公民館、仮設住宅の集会場等を活用したコミュニティースペースの推進 

       ⑦福祉医療等の専門職による出張相談等の調整 

       ⑧住民・ボランティアによる見守り支援ネットワーク活動の立ち上げ、運営支援 

       ⑨各種生活支援サービスの立ち上げ、運営支援 

       ⑩被災者支援にかかわる諸団体、自治体との連絡調整 

※以上の内容は、「災害時における社会福祉協議会の事業展開と生活支援相談員の取組」 

（全国社会福祉協議会地域福祉部、平成 24年、ｐ７）を参考に作成しました。 

 

※北海道胆振東部地震に関して厚真町では、平成 30年 11月（発災は 9月 6日） 

から仮設住宅や地域を巡回訪問する生活支援相談員を社会福祉協議会に配置 

して活動を行っています。 

 ※災害ボランティアセンター活動は、把握した様々なニーズを、閉所後の 

生活支援相談員の活動ないし通常の社協活動に活かす（＝ニーズ調査を 

しっかりと行い把握しておく）視点を持って行うことが重要です。 

 



24 

 

（８）行政、地元の団体・ボランティア、ＮＰＯ等民間支援団体との連携について 

①行政との連携 

・市町村地域防災計画に災害ボランティアセンターの運営を明確に位置づけること  

・災害対策本部等、災害対応を協議する会議へ社会福祉協議会が参画するなどして  

十分な情報共有が行えるよう想定すること 

・災害ボランティアセンター設置の判断者について想定しておくこと 

・必要に応じ市町村との協定を締結すること 

②地元の団体・ボランティアとの連携                                                           

センター運営及び被災者生活支援にかかわっていただけるよう通常時から啓発活動 

や連携体制の構築に努めること 

③ＮＰＯ等民間支援団体との連携 

通常時から情報収集や連携の構築に努めるとともに、発災時には連携してセンター 

運営及び被災者生活支援を進めること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○災害ゴミとボランティア 

災害ボランティア活動の中でも災害ゴミの取り扱いは、適切な情報共有がなされないまま進むと大きな

混乱を生む場合があります。ボランティアが災害ゴミを取り扱う際には、事前に市町村行政としっかりと

した情報共有を行うことが重要です。 

○災害ゴミ処理の主体は市町村です。災害ボランティアセンターが災害ゴミを取り扱う場合には、次のス 

ライドに掲げる事項を事前に市町村に確認したうえで、ボランティア派遣に臨むとよいでしょう。 

 （以下のスライドは、※以上の内容は「災害廃棄物対策の基礎～過去の教訓に学ぶ～」環境省大臣官房 

廃棄物・リサイクル対策部廃棄物対策課 災害廃棄物対策チーム 2016.3 公表資料です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

①市町村に求められる初動対応           ②市町村に求められる事（仮置き場、周知） 
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１ 市町村との連携 

・災害発生時、市町村との情報共有は非常に重要になります。(７)①に挙げた方法の他に、災害ボランティ

アセンターに市町村職員が常駐し情報の共有や各種調整を行った事例があります。 

 

 

 

 

 

 

 

・北海道胆振東部地震の例 

発災当初、３町の災害ボランティアセンター内に道職員や町職員が常駐し、連絡調整を実施。 

２ 地元団体・ボランティアとの連携 

・平成 30年西日本豪雨災害広島県東広島市の例（運営に協力する関係団体個人及び役割の一覧） 
班の名称 主な協力者 業務内容 人数や日数など 

ニーズ班 
個人ボラ 
 
自治協議会（小学校区） 

・職員が聞き取ったニーズの入力、整理 
作業 

・ニーズの聞取り、調整などで協力 

１～２名（毎日） 
 
一部の地区 

受付班 
民生委員・児童委員 
地区社協役員 
個人ボラ 

・電話対応（ボランティア希望者からの 
問い合わせ） 

・ボランティア受付、保険加入受付 
・ボランティア名簿、保険加入名簿入力 
・ボランティア見送り、出迎え 

合計１０名以上（毎日） 

マッチング班 
大学ボラサークル 
マツダ 
地区社協・民生委員 

・グルーピングの補助 
・作業内容説明、送り出し、ボランティ 
ア活動報告聞取り、入力、ニーズ票の 
整理 

大学生５名～（毎日） 
マツダ１～２名（毎日） 
その他１～２名（毎日） 

車両資材班 
施設連（市福祉施設連協。４
７施設加盟） 
ＪＣ、商工会議所、個人ボラ 

・ボランティア送迎車両、資機材運搬車 
両の貸出、運転 

・活動資機材の受入 
・活動資機材の清掃、メンテナンス 

施設連５名～１０名（毎日） 
 +マイクロバス２台 

～６台（毎日） 
ＪＣ+商工会議所３名程度（毎日） 
個人２名～（毎日） 

救護班 訪問看護有志の会 
・けが、熱中症対応 
・熱中症対策アドバイス 

２名以上（毎日） 

   1 日あたり数十名が協力 

・北海道胆振東部地震の例（一部、内容が３と重複） 

 ・安平町…町内にこども園などを展開する学校法人と協働して運営。（センター長＝社協、副センター長 

＝こども園園長） 

・厚真町…センター内に青年会議所、社会福祉士会、ＮＰＯの拠点を設け活動に従事いただいた。 

・むかわ町…センター内に支援団体が常駐し協働して活動を展開。 

３ ＮＰＯ等民間支援セクターとの連携 

 （１）（胆振東部地震）「情報共有会議」：北海道ＮＰＯサポートセンターが実施（被災地で開催） 

  趣旨：被災地で活動する団体それぞれが現状を共有しつながりを作るために開催 

  参加者：地元
．．

行政
．．

・
．
社協
．．

、民間活動団体（ＮＰＯ他）、道、道社協など（だれでも参加可能） 

（２）北海道災害ボランティアネットワーク会議（災害時）：北海道社協が開催 

 趣旨：災害ボランティア活動の情報共有と現地災害ボラセンへの繋ぎ 

 参加者：ＪＣＩ、日赤、道共募、道民児連、道社福祉士会、連合、ひのきしん隊、北海道ＮＰＯサポ 

ートセンター、道市長会、道町村会、道、道社協、支援Ｐ、ＪＶＯＡＤ 

 

４「防災における行政の NPO・ボランティア等との連携・協働ガイドブック」 

（内閣府、平成３０年４月） 

 地方自治体の職員向けに、ボランティアやＮＰＯ等との災害時連携を解説した冊子です。 

 ➢内閣府運営のＨＰ「TEAM 防災ジャパン」よりダウンロードできます。 

 

 

 

から仮設住宅や地域を巡回訪問する生活支援相談員を社会福祉協議会に配置 

スライドの挿入 

行政・地元団体・ＮＰＯ等との 
連 携 の 具 体 例 

官民連携の具体事例 

 ・行政職員がリエゾン（＝現地との連絡調整役）として、災害ＶＣに常駐  

 ➢行政のどの部署に相談し良いかわからない➢リエゾンが適切な部署と交渉➢解決 

 ・県警がリエゾンとして常駐 

 ➢交通渋滞を把握しドライバーに迂回ルートを伝えてくれる➢ボランティア送迎がスムーズ 

 （平成 30 年西日本豪雨災害岡山県倉敷市社協 佐賀 雅宏 氏 研修発表スライドより抜粋） 
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Ⅲ 関係資料集  

１ 様 式【例】 
 

本様式はあくまで例示です。使いやすいように修正して使用して下さい。 

 

 

・ボランティア募集チラシ…………………………………………Ｐ２７ 

・被災者向けチラシ…………………………………………………Ｐ２８ 

・ボランティア受付票（個人用）…………………………………Ｐ２９ 

・ボランティア受付票（２回目以降）……………………………Ｐ３０ 

・ボランティア受付票（団体用）…………………………………Ｐ３１ 

・ボランティア活動説明書 ………………………………………Ｐ３２ 

・ボランティア活動証明書 ………………………………………Ｐ３４ 

・ボランティア依頼票 ……………………………………………Ｐ３５ 

・ボランティア活動報告書 ………………………………………Ｐ３７  

・相談・苦情対応報告書 …………………………………………Ｐ３８ 

・依頼者への御案内（ボランティア訪問時）……………………Ｐ３９ 

・貸出物品管理票 …………………………………………………Ｐ４０ 

・活動実績（市町村災害ＶＣ⇒北海道災害ＶＣ）………………Ｐ４１ 

 

 

 

 

 

 

  



27 

 

 
 

○ ○ 市 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 
 

 当社会福祉協議会では、○○（地震・大雨）による被害を受け、災害復旧に向けた災害ボランティ

アセンターを立ち上げました。災害ボランティア活動に参加していただける方を広く募集しています

ので、ご協力をお願いいたします。 

 

○ボランティア活動内容 

 ・泥だし ・家屋の清掃 ・災害ゴミの搬出・搬送 ・避難所の運営サポート  

・災害ＶＣの運営補助 など 

○受付開始時刻・日程 

 ・８：３０～受付開始   

 ・９：００～オリエンテーション ➢ 活 動 

 ・１２：００～昼休憩（昼食は必ず持参してください） 

 ・～１５：００ボランティア活動終了 

 ・～１５：３０帰所・活動報告・解散 

 

○活動に必要なもの（装備、持参品） 

 動きやすい服装（長袖）、着替え、長靴、タオル、軍手、マスク、飲み物、昼食等 

 ※事前に、地元の社会福祉協議会で「ボランティア活動保険」に加入してください。 

○活動したいと思ったら（お申し込みの方法） 

 個人ボランティアの方は、当日８：３０までに、センターまで直接お越しください。 

 団体ボランティア（○○名以上）は、活動を希望する○日前までに事前に連絡をお願いします。 

○募集範囲 

 しばらくの間、市内に限らせていただきます（交通の混雑、宿泊などの環境が整っていないことか 

ら、いましばらくの間、範囲を制限させていただいております。ご了承ください） 

○活動の中止について（悪天候など。詳細は facebook） 

 悪天候等の為に、活動を中止する場合があります。活動状況や予定は当センターfacebookで随時発 

信していきます！ 

○問い合わせ先 

 住所： 

 電話： 

○集合場所 

 ○○市災害ボランティアセンター（〒000-0000 ○○市×●体育館） 

 当日８：３０までに集合ください。※駐車場は○○にあります。 

○宿泊や食事の情報 

 宿泊施設はございません。 

昼食や飲み物を購入できる場所はありません。 

  

地図 

（駐車場の場所忘れずに！） 
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【お手伝いできること】 

〇 家具の整理や家・車庫などお片付け 

〇 畳、家具等大きい物や重たい物の運搬 

など、皆さんの今やこ 

れからの生活を応援させて 

いただきます！ 

 【○○市災害ボランティアセンター】 

災害ボランティアがお手伝いします！ 

 

○○市災害ボランティアセンター（○○市社会福祉協議会） 

場所 ×●体育館／受付時間 09:00～16:00 

受付専用番号 090-0000-0000 

センターへの電話もしくは
来所

ご相談・お申込み

（内容確認）

ボランティアスタッフ割当

派遣日時調整

派遣・活動

！生活でお困りのこと、気になることなどございましたら、

些細なことでも結構です。お気軽にお問合せください！ 

●費用は無料です 

●依頼者お立合いのもと活動をさせてください 

●作業前に現場の写真撮影をお勧めします（保険関係） 

●必ずしもご希望の時間に添えるとは限りません 

※危険が伴うなど、内容によっては活動をお断りさせていただく場合がご

ざいます。 その際には、ご要望の内容を改善していけるよう、他の機関

につなぐなどさせていただきます。 

ご利用の流れ 
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受付    月    日   

ボランテ ィア受 付 票       個人用    
※項目を記入または該当するものを○で囲んでください。 

フリガナ 

氏 名 

 性別 年   齢 

 

 男 ・ 女       歳 

自 宅 

住 所 

〒    －      

 

連絡先 

携

帯

電

話 

 

ボランティア 

活動保険 
加入済 未加入 

緊急連絡先 
氏

名 
 

携

帯 

電

話 

 

所有車の活

用について 

活動に使用してもよいですか？ 車      種 

はい  /  いいえ （軽自動車・普通車・ワゴン車・軽トラック・バス・その他） 

※所有車での活動中の車輌事故に関してはご自身が加入されている自動車保険でご対応をお願いいたします。 

技術や機材

について 

ボランティア活動に関わる特殊な技術や資格、機材をお持ちの方はこちらにご記入ください。 

例）看護師、大工、震災ボランティア経験の有無、大型トラック、パワーショベル、高圧洗浄機など 

※こちらに記載されている個人情報については、○○社会福祉協議会が〇〇災害ボランティアセンターに関する業務及び

ボランティア活動保険加入に関する業務以外に利用いたしません。 

※ボランティア登録受付は、ボランティア活動保険に加入していることが条件となります。 

※ご不明な点は、○○災害ボランティアセンターまでお尋ねください。 

  

都  道

府 県 

市 区 

町 村 
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ボ ラ ン テ ィ ア 受 付 票（個人 2回目以降） 

Ｎｏ. 日付 氏名 住所 電話 当センター

活動回数 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

  



31 

 

 

受付    月    日  

ボランテ ィア受 付 票       団体用   
※項目を記入または該当するものを○で囲んでください。 

フリガナ 

団体名 

 

 

団体所在地 

〒    －      

 

  

男性   名 

女性   名 

団体連絡先 
電話     ―   ―   

フリガナ 

当日責任者 

 携帯番号 

 緊急連絡先 

所有車の活用 

について 

活動に使用してもよいですか？ 車   種 

はい いいえ （軽自動車・普通車・ワゴン車・軽トラック・バス・その他） 

 

※ボランティア活動保険の加入について … 加入済 / 未加入 
※ボランティア登録受付は、ボランティア活動保険に加入していることが条件となります。 

メンバー氏名 

番号 氏  名 性別 

 

年齢 

 

番号 氏  名 性別 年齢  

１  男･女  11  男･女   

２  男･女  12  男･女   

３  男･女  13  男･女   

４  男･女  14  男･女   

５  男･女  15  男･女   

６  男･女  16  男･女   

７  男･女  17  男･女   

８  男･女  18  男･女   

９  男･女  19  男･女   

10  男･女  20  男･女   

※ここに記載されている個人情報については、〇〇災害ボランティアセンターに関する業務及びボランティア活動保険加入

に関する業務以外に利用いたしません。ご不明な点は、○○災害ボランティアセンターまでお尋ねください。 

都  道 

府 県 

   

 

市 区 

町  村 

村 
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ボランティア活動説明書    

ボランティアの皆さんヘ大切な事なので必ずご一読ください 

〇〇災害ボランティアセンタ一 

【ボランティアの心構え】 

 土足で入ることの了解を必ず得てから活動を行ってください。  

 ボランティアを「させていただく」気持ちで活動をしましょう。 

 活動中に知りえた個人情報は、外部に漏らさないようにしましょう。 

 家族や親族を亡くした方もいます。被災者の気持ちに寄添い活動しましょう。 

 

【活動中の注意事項】 

 活動は、グループリーダーの指示に従い、団体で行動してください。 

 １時間に１０分程度の休憩を取りましょう。水分や塩分もしっかり取ってください。 

 “ごみ”と判断する前に、必ず依頼者に確認を取ってください。 

 依頼者からの謝礼の申し出があった場合は、受け取らないでください。お茶やジュースなどの御好意は

気持ちよく頂きましょう。 

 自分の持ち物は自分で管理してください。 

 喫煙は指定の場所でお願いします。 

 軍手、マスク、ウェス、土嚢袋はセンターにあるものをご利用いただけます。 

 被災者の方の困りごとや体調不良をお聞きした場合は、スタッフにお知らせください。 

 

【作業場での事故やケガ】 

 事故やケガが発生した場合は、ご加入のボランティア活動保険の適用範囲内で補償されますので、

事故やケガが発生した場合には軽度の場合でも必ずお申し出ください。 

 事故やケガの報告が遅れた場合には保険の適用ができない場合もあります。 

 

【活動先から戻ったら】 

 汚れた資機材は洗い場で洗い、返却してください。 

 必ず、手洗い・うがいをしてください。 

 グループリーダーの方は「活動報告書」を書いてください。 

 

【その他】 

  時  分までに災害ボランティアセンターに戻れない場合は、連絡してください。 

 

【センターへの連絡電話番号】 

 「ケガや体調が悪くなったとき」、「活動が危険だと判断されるとき」、「想定外の活動を依頼されたと

き」「判断に困ったとき」等はすぐに×××―××××－××××まで御連絡ください。 
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裏 

ボランティア活動の流れ 

時間 内容 

08:30～ ボランティア受付開始（9:00 まで） 

作業準備 

09:00～ オリエンテーション開始 

 マッチング（作業割） 

グループ分けとリーダーの選任 

09:30～ 作業開始 

 こまめに休憩を取り、水分補給をしてください 

 床下作業などは「ヘルメット」「ゴーグル」「マスク」を着用！ 

 無理なく、皆さんでチームワークよく作業をしてください 

12:00～ 昼休憩 

 チームごとに休憩場所を話し合い、適宜休憩を取ってください。 

ボランティアセンターにお戻りいただいてもＯＫです。 

ボランティアさん用の炊き出しなどもある場合があります。 

13:00～ 作業再開 

 こまめに休憩を取り、水分補給をしてください 

 床下作業などは「ヘルメット」「ゴーグル」「マスク」を着用！ 

 無理なく、皆さんでチームワークよく作業をしてください 

15:30～ 作業終了準備（16:00 までにボランティアセンターへお戻りください。） 

 活動先からお帰りの際には、資機材や私物の忘れ物をご確認ください。 

チームごとに活動のふりかえり 

資機材の返却を行い、リーダーは活動報告書を提出してください。 

お知らせ 食 事 処：町内には食事をとることができる店舗も複数あります。 

      詳しくはセンター内の掲示物をご覧ください 

宿  泊：宿泊は可能な限り町内の宿泊施設をご利用ください 

      詳しくはセンターに備え付けの観光パンフをご覧ください  

＝＝＝ 床下作業を行う際の注意 ＝＝＝ 

 床下や屋外に消石灰を撒く場合は、水気のない乾いた状態であることを確認してください。水分に反応すると

強いアルカリ性（粉状の場合でも強アルカリ性です）になり、皮膚に付着すると火傷に似た症状になる場合が

あります。 

 床下や壁面の断熱材にはグラスウールが使用されている場合が多く、吸引した場合は健康を害することもありま

す。 

このため、床下の泥だし、消毒などを行う場合は、「ヘルメット」「ゴーグル」「マスク」「耐水のカッ

パ」を必ず着用し、その他必要と思われるものを装備してください。 
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ボランティア活動証明書 
 

平成   年   月   日 

 

住 所                       

氏 名                         

○○災害ボランティアセンター 

社会福祉法人 ○○社会福祉協議会 

                                                会 長  ○○ ○○  ㊞  

                          

 

上記の者は、○○災害ボランティアセンターで受け入れたボランティアとして下記のとおり活動したことを証明しま

す。 

記 

１ 災害名 
 

２ 活動地域・場所 
 

３ 活動期間 平成    年    月    日 ～ 平成    年    月    日 

４ 活動内容  

５ 備考  
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ボ ラ ン テ ィ ア 依 頼 票 

依頼者 

※本人以外

の場合 

氏   名： 

所 属 等： 

連 絡 先： 

 

受付日時   月   日   ： 現地調査 済 ・ 未 

フリガナ  

性  別 男 ・ 女 
氏  名  

電話番号 
（携帯） 

（固定） 
年  齢  

住  所 
 

 

住宅状況 

□一軒家（平屋） □一軒家（二階建て） □一軒家（その他     ） 

□集合住宅（内容          ） 

□部屋数 １階：   部屋 ／ 活動可能人数   人 

     ２階：   部屋 ／ 活動可能人数   人 

□その他（車庫、物置、庭 等） 

 内容： 

活動可能人数   人 

依頼内容 

□ 室内の片づけ（家具の移動等）   □ 家周りの片づけ 

□ 被災家財の搬出（処分するもの）  □ 給 水 

□ その他（                         ） 

世帯状況 
□ お一人暮らし高齢者 □ 高齢者夫婦世帯 □ 障がい者のいる世帯    

□ 高齢者のいる世帯  □ ひとり親世帯  □ その他の世帯 

希望日 

第１希望：   月   日（  ）   ：   ～   ： 

第２希望：   月   日（  ）   ：   ～   ： 

第３希望：   月   日（  ）   ：   ～   ： 

センター 

記入欄 

ニーズ受付方法 □来所   □ 電話受付   □訪問 □その他（         ） 

依頼票受付者 氏 名        ／所 属         

受付№       受付日 ／ 

事前に付番するなど、重複しないよう管理 
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裏 

【現地調査】  実施 ・ 未実施（理由：                               ） 

調査結果 

（活動可否） 

□可 （活動緊急度：  極めて高い  ・  高い  ・  ふつう  ・  やや低い ） 

□不可（理由：                                        ） 

必要人数 

合計      人 

（性別の希望があれば：  男性    人   女性    人  ） 

必要資材 

□バケツ（  ）  □ほうき（  ） □ちりとり（  ） □雑巾（  ）□くわ（  ）  

□スコップ丸（  ）□スコップ角（  ） □ミニスコップ（  ）□土嚢袋（  ） 

□一輪車（  ） □その他（               ）  

備 考  

  

災害の種類に応じ、柔軟に変更してください 



37 

 

ボランテ ィア活 動 報 告 書 
 

活動日・時刻       月        日（    ）  開始         終了 

報告者 リーダー                       サブリーダー                  

活動人数    午前：     名     午後：      名 

依頼者名  

活動場所 

（住所） 
 

活動内容 

□ 撤去作業（ 室内 ・ 室外 ）（内容                      ） 

□ 家具等の移動（内容                                 ） 

□ 泥の除去（ 床下・家の周り・共同溝） 

□ 除雪 

□ その他（                                         ） 

作業状況 完了      ・      未完了（継続） 

新しいニーズ なし  ・  あり（                                   ） 

※ここからは、未完了（継続）の場合のみ記入 ⇘ 

進行状況 

（10段階評価） 

1  ・  2  ・  3  ・  4  ・  5  ・  6  ・  7  ・  8  ・  9  ・  10 

（始め                                         完了） 

必要資材 

□バケツ（  ） □ほうき（  ）□ちりとり（  ） □雑巾（  ）□くわ（  ）  

□スコップ丸（  ）□スコップ角（  ） □ミニスコップ（  ）□土嚢袋（  ） 

□一輪車（  ） □高圧洗浄機 （   ）□その他（                 ） 

必要人員 名程度 

引継ぎ事項 

（次の活動の際に注意する点） 

その他  

          

【聞き取り者】の所属：         氏名：          

受付№  日付 ／ 

依頼票の受付 No.を転記！ 
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相談・苦情対応報告書 

 

 

受付日 平成    年     月    日（    ）      時     分 

申出人 
住所  電話  

氏名  性別・年齢  男 ・ 女 （   歳） 

 

相談・苦情の内容 

 

対処内容 

処理日 
平成   年   月   日   開始 

結果  
平成   年   月   日   完了 

 

 

 

センター長 副センター長 総務班 受付 
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依頼者への御案内（チラシ） 
  

私たちは○○災害ボランティアセンターから来ました 

 

ボランティアへの報酬は必要ありません。 

ボランティア活動で気づいたことや 継続してボランティアが 

必要な場合は、下記までご連絡下さい。 

 

＜御理解いただきたいこと＞ 
 

○作業中に余震が発生した場合、作業を中断します。 

○作業終了時間は  時  分です。（昼食休憩   時～  時）   

○１時間に１回・１０分程度は休憩します。 

○トイレをお借りする場合があります。 

○以下の作業はお断りします。 

① 営利行為 

② 政治的、宗教的活動へのお手伝い 

③ リーダーが危険と判断する作業（例：高所作業など） 

 

 

 

 

 

○○災害ボランティアセンター 

住所： 

電話： 
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貸 出 物 品 管 理 票       
 

 

ボランティア 貸出物品 
返却 

確認 

リーダー名 バケツ ほうき ちりとり くわ スコップ丸 スコップ角 〇〇〇 〇〇〇 その他  

１            

２            

３            

４            

５            

６            

７            

８            

９            

10            

11            

12            

13            

14            

 

受付    月    日  

受付者  
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本日の状況をお知らせください。道社協地域福祉課宛（FAX：０１１-２７１-３９５６） 

 

ボランティア活動実績 

日付 平成 年 月 日 社協名 ○○○社協 記入者名 ○○ 太郎 

 

ボランティア 

当日活動者数 

 

○名 

ボランティア 

当日活動件数 

 

○件 

現在のニーズ件数  

○件 

明日の対応予定件数  

○件 

ボランティアの主な活動

内容 

 

 

 

 

 

 

社協職員の応援 

（○○社協、○名） 

○△市（Ｘ名）、○○×町（Ｙ名） 計 Ｚ 名 

ボランティア募集範囲 □エリアを問わない   □道内    □管内    □近隣 

□町内   □その他（                 ） 

明日のボランティアの 

活動予定 

 

 

 

 

 

関係機関との連携状況 

（行政、NPOなど） 

 

 

 

 

その他、気づいたこと  

 

 

 

 

当日遅くとも１９時までにご提出ください。 
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２ 参考資料 
   

・災害救援活動の支援に関する協定書 ……………………………………Ｐ４４ 

（道社協⇔市町村社協） 

 

 

・災害支援制度運営要綱、災害支援制度実施要領 ………………………Ｐ４７ 

（北海道共同募金会） 

 

 

・社協における災害ボランティアセンター活動支援の基本的考え方 …Ｐ６１ 

（全国社会福祉協議会地域福祉推進委員会・平成２５年３月） 

 

 

・水害ボランティア作業マニュアル ………………………………………Ｐ７７ 

（特定非営利活動法人レスキューストックヤード） 

 

 

・災害ボランティア用活動資機材調達虎の巻………………………………Ｐ７９ 

（災害ボランティア活動支援プロジェクト会議 モノ部会） 
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54



55



56



57 

 

＜様式２－①＞ 

活動拠点事務所支援資金申請書 

発 翰 番 号  

年 月 日 平成  年   月    日             

 

社会福祉法人       共同募金会  殿 

 

①団体・グループ名 
 

②代表者氏名 
 

        印 

③ 連絡担

当者 

 

④所 在 地       〒 

 

 

電話 

Fax 

E-Mail 

 

「災害支援制度」による『活動拠点事務所』の支援資金の交付をお願いいたしたく、関係書

類を添えて申請いたします。 

 

１．申 請 額      

金           円 

 

２．支援資金の交付を受ける際の銀行口座または郵便振替口座 

   

  銀行口座      銀行      支店 （普）Ｎo．     名義        

 

  郵便振替口座 口座番号                 名義            

 

３．添 付 書 類        

 ① 活動拠点事務所設置概要                              ＜様式２－②＞ 

 ② 活動拠点事務所経費概要                             ＜様式２－③＞ 

 ③ 活動拠点事務所設置（借用）概要に係る契約書・見積書  （該当する書類） 
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＜様式２－②＞ 

                  活動拠点事務所設置概要 

 

   

１ 

 

申

請 

団

体

・グ

ル

｜

プ

の

概

況 

①団体・グループ名 

     

 

［団体・グループ名］ 

 

 

 

 ［代表者氏名］ 

 

② 

 

所

在

地 

〒 

 

 

 

電話 

 

Fax 

E-Mail 

③連 絡 先      

連絡担当者 （連絡先が②所在地と異なる場合は住所・電話番号 

       等を記入） 

④会 員 数                名 ⑤ 発足年月日 
 

 

２ 

 

 

活

動

拠

点

事

務

所

の

概

要 

⑥設置の必要性 

 具体的に記入 

 

⑦設 置 期 間       

 

平成  年  月  日 ～   年  月  日     日間 

平成  年  月  日 ～   年  月  日     日間 

平成  年  月  日 ～   年  月  日     日間 

 

⑧設 置 場 所       

 具体的に記入 

⑨活動の内容       

活動拠点事務所で行う活動の内容を箇条書きで記入 

（ボランティアセンターの場合、ボランティアグループの取りまとめ

の活動を記載） 
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＜様式２－③＞ 

活動拠点事務所経費概要 

 

１．申 請 予 定 額         

金          円 

 

２．活動拠点事務所経費概要 

 
  必 要 と す る 項 目             必用経費額          摘    要 

①事務所設置費        

 

① 

② 

③ 

 

  

②事務所設備整備費 

 

① 

② 

③ 

  

③備品・消耗品費 

 

① 

② 

③ 

  

④光熱水費 

 

① 

② 

③ 

  

⑤ボランティアグル

ープ取りまとめの費

用（ボランティアセン

ターの場合） 

 

① 

② 

③ 

 

  

⑥そ の 他      

 

① 

② 

  

  合 計 金 額          
  

ア．①事務所設置費には、事務所賃貸料、敷金、礼金、駐車場の確保等設置に係る経費を記入。 

イ．②事務所設備整備費には、事務所の改装、冷暖房、電話等の設置費等設備整備に係る経費 

 を記入。 

ウ．③備品・消耗品費には、事務所関連備品・印刷費等の購入または借上げ、事務消耗品類の 

 購入に係る経費を記入。 

エ．④光熱水費には、電気、ガス、上下水道、電話等の経費を記入。 

オ．⑤ボランティアグループとりまとめの費用（ボランティアセンターに限る。）には、ボラ 

 ンティアグループの当事務所に係っての活動の内用と経費を記入。 
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＜様式２－④＞ 

活動拠点事務所精算書 

 

発 翰 番 号  

年 月 日 平成  年   月    日             

 

社会福祉法人       共同募金会  殿 

 

①団体・グループ名 
 

②代表者氏名 
 

        印 

③ 連絡担

当者 

 

④所 在 地       〒 

 

 

電話 

Fax 

E-Mail 

 

「災害支援制度」の支援資金の交付を受けて実施した「活動拠点事務所」について、下記に

より関係書類を添付して精算します。 

 

⑤事務所設置場所 

 

⑥活 動 期 間       

 

⑦活 動 内 容       

 

⑧備   考 

 

⑨概算払い額 

 

⑩精算金額 

 

⑪差引増減額 

 

添付書類 

（１）活動拠点事務所に係る収支計算書 

（２）活動拠点事務所に係る各領収書 
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62



63



64



65



66



67



68



69



70



71



72



73



74



75



76



77
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